
【案件】富岡地区における交通実証実験について

○横浜市の南部に位置する金沢区は、市全体の中でも、人口減少、高齢化が進行している地域であり、この地域の活性化に

向けた具体的な対策を講じていく必要がある

○京浜急行電鉄では、金沢区内を縦断する路線周辺の活性化は重要な課題であるとの考えから、若い世代の定住促進を目

的に、金沢区内での空き家活用事業といった先行的な取組を実施

○こうした中、京浜急行電鉄と横浜市は公民連携による取組の可能性について議論を重ね、総合的なまちづくりを協働して

推進していくため、横浜市都市整備局を窓口として協定※を締結、京浜急行電鉄が主体となって様々な地域課題の解決

するための一つの取組として地域交通実証実験を開始

① 背 景

② 対象地域

金沢区総合庁舎

金沢八景駅

金沢文庫駅

能見台駅

京急富岡駅
富岡西

能見台

富岡西・能見台圏

金沢区心部

富岡西・能見台圏（中低層住宅地）

昭和30年代以降に、順次住宅地として開発が進み、良好な住環
境が形成されている一方で、若年層の流出や住民の高齢化が進
んでいるエリア

【地域内の状況】
→地域内は狭隘・急坂部が多く、駅からの高低差が大きくなるほど、「徒歩」で

の移動が減少
（平成30年地域へのアンケートより。1,248/6,628世帯 回収率約20％）

【実証実験の主旨】
→既存交通機能（路線バス、タクシー）を補完する地域内移動サービスの提供

【今年度の実証実験目的】
→無償から有償に移行することによるサービス水準の設定と事業化を検証

※ 京浜急行電鉄株式会社と横浜市との京急沿線（横浜市南部地域）における公
民連携のまちづくりの推進に関する協定
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【案件】富岡地区における交通実証実験について

■これまでの経緯と今後の予定

・平成30年７月 横浜市と京浜急行電鉄にてまちづくり連携協定締結

・平成30年10月 無償実証実験（1回目）

・令和１年11月 無償実証実験（2回目）

・令和2年10月11日～12月11日 無償実証実験 運行中（３回目）

・令和2年10月20日 地域公共交通会議※

※有償化にあたっては、道路運送法第21条による乗合旅客運送事業の許

可申請のため、地域公共交通会議での同意が必要

・令和２年10月 道路運送法許可申請

・令和３年１月 有償実証運行開始（1回目）

・令和３年３月～ 事業化検討
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【案件】富岡地区における交通実証実験について

富岡地区

■位置図 ■運行区域・ルート

拡大地図は
別紙ご参照

【Ｗ23】

【Ｗ４】

【Ｗ７】

【Ｗ５】

オンデマンド

路線バス

〈凡例〉

路線定期
（4路線）

オンデマンド

路線バス

＜車のすれ違いが困難な狭隘部＞ ＜勾配10度以上の急坂部＞

※路線定期ルートは無償
実証実験のものです
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（参考）運行車両7台 ※無償実証実験時の使用車両

日産キャラバン
×2台（＊定員4名）

日産セレナ
×2台（＊定員3名）

電動小型カート
×2台（＊定員3名）

【案件】富岡地区における交通実証実験について

■運行概要（案） ■運行区域図

・区域 横浜市金沢区富岡（西一～七丁目，東一，三丁目）区域

及び京急線能見台駅、京急ストア能見台店

・企画・運営者 京浜急行電鉄㈱

・運行事業者 京急横浜自動車㈱、京急文庫タクシー㈱

・運行形態 区域内を道路運送法第21条による乗合旅客運送

・運行方式 路線運行（フリー乗降）とオンデマンド運行を設定

・運行時間帯 平日・休日：9：00頃～17：00頃

・運行間隔 路線 ：約30分間隔

オンデマンド ：当日15分前までの予約

※予約数により運行回数は変動

・運賃 路線 ：200円（未就学児は無料）

オンデマンド ：300円（未就学児は無料）

※クーポンによる運賃を企画・運営者側負担で検討

・支払方法 現金もしくは回数券（予定）

・運行期間 令和３年１月10日～２月28日の50日間

・運行車両 一般自動車７台（予定）

※バックアップ車両として1台追加予定
＊コロナ対策として定員を制限して運行予定

拡大地図は
別紙ご参照

【Ｗ23】

【Ｗ４】

【Ｗ７】

【Ｗ５】

オンデマンド

路線バス

〈凡例〉

路線定期
（4路線）

オンデマンド

路線バス

京急ストア
能見台店

能見台駅

京急富岡駅

※路線定期ルートは無償
実証実験のものです
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■過年度実証実験概要

【案件】富岡地区における交通実証実験について

2018年度（10/29～11/18 延べ20日） 2019年度（11/15～12/20 延べ36日）

実験目的 • 既存公共交通の機能補完によるサービスの検証
• 小型電動カートの安全性や社会的受容性の検証

• 既存公共交通をより使いやすくするサービス提供
• 住民参加による地域人材の活用へ意識醸成

運行ルート • 定時定路線：２ルート
• オンデマンド運行：－

• 定時定路線：２ルート
• オンデマンド運行：○

使用車両 • 小型電動カート（4人乗：2 台） • 小型電動カート（4人乗：2 台、7人乗：2 台）
• 普通乗用車（10人乗：1 台、4人乗 (予備)：1 台）
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■実証運行利用者の事後アンケート（2019年度）
・実証運行の利用状況（区間別延べ移動人数）

・利用回数増につながる項目

●利用頻度の高いエリアに対しコース設定することで
サービス向上させる。

2020.10.20 令和２年度第２回横浜市地域公共交通会議

1

【案件】富岡地区における交通実証実験について

・主な自由意見

・停留所を増やして欲しい。乗降地点を自由にしてほしい。

・京急富岡駅まで直接行けないのが不便。（交番坂ルート）

・運行時間帯を拡大してほしい。

・富岡のような地形での小型電動カートは車両として課題が多い。

・高齢者にネット予約のオンデマンドサービス利用は困難。

・登録方法の認知度が低く、利用したいのにできなかった人が多数。

・導入可否の判断時には住民の意見をよく聞いてほしい。

⇒ 乗降を自由度や駅へ直結にしてほしい、オンデマンドサービスの

利便性向上の意見をあげる方が多い。

● 乗降場所を自由にするための、コース上におけるフリー乗降や、

オンデマンドサービスの拡充でサービスの向上させる。

・移送サービスへの支払意思と支払意思額

● 移送サービスの利用有無に関わらず、約60％の参加者が支払

意思を有しており、意思額としては全体平均で140円程度である。

● 上限値としては200円を超えていることから本実証においては、

路線運行を200円，オンデマンド運行を300円と設定する。



■路線運行の運行回数および運行時刻
・平日・土休日：9：00頃～17：00頃
・１日あたり運行本数（平日、土休日） 富岡西４丁目・富岡第五公園コース 19便／日（17～19便で検証予定）

駅発コース（下表上から二つ目以降の３表） 17便／日（14～17便で検証予定）
（参考）無償実証実験の運行時刻表（現在検証中）
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2020.10.20 2令和２年度第 回横浜市地域公共交通会議（参考）無償実験時の路線定期・フリーエリア運行ＭＡＰ

拡大地図は
別紙ご参照
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小雀地区

(

再
開
発

工
事
中)

戸塚区小雀地区乗合バス「こすずめ号」の利用状況について（報告）

■位置図

資料2



戸塚区小雀地区乗合バス「こすずめ号」の利用状況について（報告）

■路線図・運行概要

小雀町

こすずめ号

神奈中バス

大船駅東口

（笠間交差点）

田谷

小雀浄水場

原宿四ツ角

庚申塚

大船駅西口

運行区間
大船駅東口～小雀地区～大船駅東口
（１周：約9.8km、約45分）

運行事業者 株式会社共同

運行形態 乗合バス（ワゴン型車両：乗客定員13名）

運行時間帯
平日６時台から18時台まで、11便／日
（土休日及び年末年始は運休）

運賃 大人：400円、小人：200円（未就学児：無料）

2020.10.20 2 2令和 年度第 回横浜市地域公共交通会議



■ダイヤ改正後の利用状況

戸塚区小雀地区乗合バス「こすずめ号」の利用状況について（報告）

■今後の予定
●協賛金の募集 今月から訪問開始
●回数券の販売 実施に向けて関係者調整中
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旭中央地区「四季めぐり号」の利用状況について（報告）

■位置図

四季美台・
今川町地区

運行区間
二俣川駅前～四季美台・今川町地区（循環）
（１周：約4.7km、約23分）

運行事業者
ヒノデ第一交通株式会社
（第一交通産業グループ）

運行形態 乗合バス（ワゴン型車両：乗客定員９名）

運行時間帯
平日９時台から18時台まで、14便/日
（土休日及び年末年始は運休）

運賃 一人300円（未就学児は無料）

旭
区
役
所
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旭中央地区「四季めぐり号」の利用状況について（報告）

■最近の取組状況
• 令和２年５月１日～５月31日

• 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、
地域、運行事業者と協議の上、運行休止

• 令和２年６月１日
• 運行再開
• 実証運行期間について、地域、運行事業者と協議の上、

延長を決定
（ 当初：６月２日まで ⇒ 新：７月21日まで ）

• 運行計画変更について、地域、運行事業者と協議の上、
延期を決定
（ 当初：６月３日実施 ⇒ 新：９月１日実施 ）

• 令和２年７月22日
• 本格運行に移行

• 令和２年９月１日
• 運行計画変更の実施

■運行計画変更内容

フリー降車区間（県道40号（厚木街道）より北側）
※安全が確認できる場所に停車

※１：明治牛乳前始発
※２：本村神明社前始発

変更内容 変更前 変更後

①停留所 12か所
・13か所
「本村神明社前」新設

・一部フリー降車実施

②運行回数
（二俣川駅前発）

12便
（9便）

14便
（13便）

③運行時刻 （始発）
（終発）

09：20※１

17：50
09：05※２

18：00

④支払方法 現金のみ
・現金、ＱＲコード決済
・乗車券10枚セット

旭
区
役
所
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旭中央地区「四季めぐり号」の利用状況について（報告）

■利用状況（一日当たり利用者数）
（人/日）

※令和２年５月１日～５月31日は運行休止

94人/日：目標人数

75人/日：採算ライン
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年月
令和元年

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
令和2年

1月
2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

一日利用者数
（月平均）

66人 68人 74人 75人 66人 67人 60人 57人 51人 42人 26人 － 42人 51人 59人 66人

88人/日：目標人数
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旭中央地区「四季めぐり号」の利用状況について（報告）

■便別の利用状況
• 変更前（令和２年８月平均）

[ ]付は明治牛乳前始発

• 変更後（令和２年９月平均）

[ ]付は本村神明社前始発

＜増便による効果＞
• 特定の便に集中していた利用者数が平準化
• 混雑緩和や乗りこぼしの減少の効果が見られる

■支払方法の利用状況
• 変更後（令和２年９月平均）

＜支払方法の追加による効果＞
• 一日利用者数のうち、約２割が現金から回数券に変更

■今後の展開
• 利用の少ない便への分散乗車について、引き続き周知を行う
• 回数券について、引き続き利用（販売）を促進する
• ＱＲコード決済について、利用者が数名程度となっているが、

接触機会を減らせることから、利用を促進する

1便 2便 3便  4便 5便 6便  7便 8便 9便 10便 11便 12便
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4.7
3.7

4.4 4.2 4.6

2.8
3.4

53

13

現金（80.3%） 回数券（19.7%）
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金沢区東朝比奈・六浦地区の実証運行の一時休止について（報告）

■位置図

金沢区
東朝比奈・
六浦地区

■実証運行概要
• 運行事業者：京浜急行バス株式会社
• 運行期間 ：令和２年３月１日から令和３年２月28日まで（当初予定）

令和２年９月15日まで（変更後）
• 運行区間 ：六浦駅西口～東朝比奈・六浦地区（一周約4.8㎞の循環路線）
• 運行時間 ：［平日・土日祝］10時台～16時台（概ね30分間隔の12便/日）
• 車両 ：小型バス（乗車定員約35名）
• 運賃 ：［現金］大人180円 小人90円 ［ＩＣ］大人178円 小人89円

※敬老特別乗車証・福祉特別乗車券も使用可能
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、金沢区東朝比奈・六浦地区の実証運行の一時休止について、事務局より報告させていただきます。まず初めに、昨年度の令和2年3月の地域公共交通会議で報告した内容と重複いたしますが、対象地区及び実証運行の概要について説明します。対象地区は金沢区南西部の丘陵地に立地し、最寄りの六浦駅までは500mから1.5㎞の距離に位置しています。駅や既存のバス停から遠い地区が多く、さらに住民の高齢化が進み、買物や通院等が困難な状況となっていました。次に実証運行の概要ですが、運行路線は、京急逗子線六浦駅西口と対象地区を循環する一周約4.8㎞の路線となっており、京浜急行バス株式会社による運行で令和２年３月１日から令和３年２月28日までの一年間の実証運行を予定しておりました。運行時間は、平日土日祝日共通ダイヤで10時台から16時台までで、概ね30分間隔の頻度で1日12便運行しておりました。次に実証運行時の利用状況について説明します。次のページをご覧ください。



金沢区東朝比奈・六浦地区の実証運行の一時休止について（報告）

■実証運行の利用状況

目標人数：240人/日 乗車人数：99人/日（平均）
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■実証運行一時休止について
• 新型コロナウイルス感染症拡大の影響

により、継続的に自立した運行が可能
か検証することが困難なため、地域及
び運行事業者と協議し、実証運行を一
時休止することとしました。

• 期間：令和２年９月１６日より

• 実証運行の再開時期については、今後
の新型コロナウイルス感染症の発生状
況などを踏まえて、検討します。

■経緯
令和2年2月26日 乗客の感染が確認

されたダイヤモンド・
プリンセス横浜港に入港

令和2年3月1日 実証運行開始
令和2年4月7日 緊急事態宣言発令
令和2年5月25日 緊急事態宣言解除
令和2年8月中旬 事業者及び地域と

一時休止の合意
令和2年8月28日 地域の広報誌にて、

一時休止のお知らせ
令和2年9月16日 実証運行の一時休止
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
実証運行の利用状況は、目標人数の1日240人に対して、初日は200人を越えましたが、実証運行開始当初から新型コロナウイルスによる外出自粛等の影響を受け、さらに、緊急事態宣言解除後も乗車人数が伸びずに、運行期間中の平均で、1日99人という結果でした。この実施結果を受けて、残る半年の実証運行を続けても新型コロナウイルスによる影響は避けられず、本格運行への移行に向けた検証は困難だと判断したため、一時休止することといたしました。なお、一時休止までの対応についてですが、 ８月中旬に、事業者及び地域と一時休止の合意がなされたため、8月28日から地域の広報誌による周知及び事業者HPによる案内を行い、９月16日から一時休止を実施しております。今後は、新型コロナウイルスの発生状況を踏まえて再開時期を検討していき、あわせて、アンケート調査等を活用し、利用促進につながる活動を地域とともに検討、実施してまいります。金沢区東朝比奈・六浦地区の実証運行の一時休止について、事務局からの説明は以上です。



公民連携で バス路線の維持・充実及び 

交通利便性の向上に向けた取組をスタートします！ 
～横浜市と神奈川中央交通株式会社で基本協定を締結しました～ 

横浜市と神奈川中央交通株式会社（以下「神奈川中央交通」という。）は、ドリームハイツ周辺

地区を中心とした戸塚区南西部におけるバス路線の維持・充実及び交通利便性向上に向け、令和

２年９月４日に基本協定を締結しました。本協定に基づき関係者との調整を進め、令和３年度上

半期を目途に事業計画を策定し、公民連携での取組を進めます。 

取組の背景として、少子高齢化による路線バスの利用者の減少や運転士不足により、都市部に

おいても減便等が実施され、現在のバスネットワークのサービス水準を維持することが困難な状

況にあります。そこで横浜市では、バス事業者と連携して、運行効率化とそれにより生じた経営

資源を再配分する取組を進めており、その一環として、横浜市と神奈川中央交通が連携して本取

組を実施するものです。 

基本協定の概要 

目的 

横浜市が策定した「横浜都市交通計画」における「政策目標１ 誰もが移動しやすい地域交通

の実現」の趣旨（裏面参照）を踏まえ、「ドリームハイツ周辺地区を中心とした戸塚区南西部にお

けるバス路線の維持・充実及び交通利便性向上に向けた取組」を円滑に実施するため、取組の実

施概要や役割分担等の必要事項を定めるものです。 

役割分担 

令 和 ２ 年 ９ 月 ７ 日 
横 浜 市 道 路 局 企 画 課 
横浜市都市整備局都市交通課 
神 奈 川 中 央 交 通 株 式 会 社 

記 者 発 表 資 料 

（左）横浜市 副市長 平原敏英 

（右）神奈川中央交通 取締役社長 堀康紀

裏面あり 

 

バス事業者が運行効率化を図る 

うえで必要な 

・走行環境整備（道路整備）

・上記に関連する測量、設計

 

・事業計画の策定

・関係者調整

横 浜 市 

バス路線の維持・充実及び交通利

便性向上に資する 

・運行計画の策定

・バスの運行

神奈川中央交通 
両者が 

協力して実施 

横浜市初 



 

 

 

 

戸塚区は、横浜市の中でも区の面積と比較して鉄道駅が少なく、バスネットワークの重要性が高い

一方で、特に区南西部は将来、人口減少によるバス利用者の減少が危惧されており、地域交通の確保が

課題となっています。また、当該地区の運行事業者である神奈川中央交通においても、運行効率化とそ

れに伴う経営資源の効率的配分に関する取組意向があったことから、公民連携による本取組を推進す

るに至ったものです。 
 

 
「横浜市において、バス路線の廃止等による交通不便な地域の発生を回避し、市民の日常生活の利

便性を確保するため、（中略）郊外部において、運行本数の多い路線への連節バスの導入など、バス事

業者の経営資源を効率的に配分する取組を支援し、バス路線の維持・充実を図ります。」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

戸塚区における取組実施の背景 

参考：横浜都市交通計画「政策目標１ 誰もが移動しやすい地域交通の実現」（抜粋） 

お問合せ先 

【本取組に関すること】 

横浜市道路局企画課担当課長             勝俣 英樹  Tel 045-671-2760 

【横浜都市交通計画に関すること】 

横浜市都市整備局都市交通課長            村田 功   Tel 045-671-3515 

【運行事業者】 

神奈川中央交通株式会社運輸計画部課長（計画担当）  露木 輝久  Tel 0463-22-8830 

運行本数の多い路線 

ターミナル駅 

 

バス路線の維持・充実に向けた取組イメージ 

支線化 

幹線化 

連節バス導入 
路線再編 

増便等 

ターミナル駅 
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